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※
鵯
ひ
よ
ど
り

越ご
え

の
逆
落
と
し

　
鎌
倉
武
士
の
模
範
と
言
わ
れ
た
畠

山
重
忠
公
は
、
怪
力
の
持
ち
主
で
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
多
く
の
武
勇
伝

の
中
で
も
、
愛
馬
を
背
負
っ
て
鵯
越

の
崖
を
降
り
た
と
い
わ
れ
る
「
鵯
越

の
逆
落
と
し
」は
有
名
な
逸
話
で
す
。

◦
一
般
男
子
の
部

優　

勝　

お
や
じ
会

準
優
勝　

滑
川
総
合
野
球
部
D

第
３
位　

滑
川
総
合
野
球
部
E

　

２
月
４
日
、
玉
ノ
岡
中
学
校
体
育

館
を
会
場
と
し
て
「
第
３３
回
嵐
山
町

重
忠
綱
引
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
大
会
は
、
鵯
ひ
よ
ど
り

越ご
え

の
逆
落
と
し

（
※
）
で
有
名
な
嵐
山
町
ゆ
か
り
の

戦
国
武
将
・
畠
山
重
忠
公
を
顕
彰
す

る
行
事
と
し
て
１
９
８
６
年
に
第
１

回
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
３３
回

目
を
数
え
る
今
大
会
で
は
、
町
内
の

小
中
学
校
、
一
般
男
女
合
わ
せ
て
４９

チ
ー
ム
の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
、
会

場
に
は
声
援
と
か
け
声
が
響
き
渡
り

ま
し
た
。

◦
中
学
生
男
子
の
部

優　

勝　

チ
ー
ム
自
主
学
（
玉
ノ
岡

中
学
校
）

準
優
勝　

７
人
の
巨
人
と
タ
ニ
ィ
ー

ガ
ー
（
玉
ノ
岡
中
学
校
）

第
３
位　

菅
中
男
バ
ス
A
（
菅
谷
中

学
校
）

◦
中
学
生
女
子
の
部

優　

勝　

バ
バ
ば
れ
ー
（
玉
ノ
岡
中

学
校
）

準
優
勝　

チ
ー
ム
内
田
（
玉
ノ
岡
中

学
校
）

第
３
位　

菅
中
女
子
テ
ニ
ス
部
A

（
菅
谷
中
学
校
）

◦
一
般
女
子
の
部

優　

勝　

お
ふ
く
ろ
会

準
優
勝　

嵐
ま
ろ
う
♡

◦
小
学
生
の
部

優　

勝　

新
撰
組
２（
菅
谷
小
学
校
）

準
優
勝　

雑
草
（
菅
谷
小
学
校
）

第
３
位　

志
賀
イ
ン
ス
タ
映
え
～
！

（
志
賀
小
学
校
）

大
　
会
　
結
　
果

第
３３
回
嵐
山
町
重
忠
綱
引
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
（
主
催
：
嵐
山
町
体
育
協
会
）
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入
院
し
た
と
き
の

食
事
代
に
つ
い
て

町民課

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
停
止
の
お
知
ら
せ

停
止
日　
平
成
３０
年
３
月
７
日（
水
）

町民課

平
成
３０
年
度
市
町
村
交

通
災
害
共
済
の
受
付
を

開
始
し
て
い
ま
す

町民課

も
、
見
舞
金
給
付
の
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
申
し
込
み

•
受
付
窓
口
は
町
民
課
、
ふ
れ
あ
い

交
流
セ
ン
タ
ー
、
郵
便
局
で
す

（
３
月
１６
日
ま
で
は
、
七
郷
簡
易

郵
便
局
で
も
お
取
り
扱
い
し
て
い

ま
す
）。

○
共
済
期
間

•
平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
３１

年
３
月
３１
日
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
年
度
途
中
で
加
入
さ
れ
る
場

合
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
日
の

翌
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

•
加
入
者
が
他
市
町
村
へ
転
出
し
た

場
合
で
も
共
済
期
間
内
は
有
効
で

す
。

※
平
成
２９
年
度
会
員
の
方
は
、
本
年

３
月
３１
日
で
期
間
満
了
と
な
り
ま

す
。

○
共
済
会
費
（
年
額
）

　

一
般
…
９
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円
（
平
成

１５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
）

※
年
度
中
途
で
加
入
す
る
場
合
も
同

額
で
、
加
入
は
１
人
１
口
ま
で
で

す
。

○
診
断
書
料
付
加
給
付

　

平
成
３０
年
度
会
員
か
ら
組
合
所
定

診
断
書
の
原
本
を
提
出
し
た
と
き

は
、
見
舞
金
に
診
断
書
１
通
あ
た
り

５
千
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
課　

戸
籍
・
住
民
担

当　

☎
６２

－

２
１
５
４

　

国
民
健
康
保
険
の
制
度
に
お
い

て
、
入
院
し
た
と
き
の
食
事
代
は
、

標
準
負
担
額
（
１
食
当
た
り
）
を
自

己
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
一
般
（
左
記
以
外
の
方
）

　

３
６
０
円

■
住
民
税
非
課
税
世
帯

■
低
所
得
者
Ⅱ　

※
①

•

９０
日
ま
で
の
入
院　

２
１
０
円

•
過
去
１２
か
月
で
９０
日
を
超
え
る
入

院　

１
６
０
円

■
低
所
得
者
Ⅰ　

※
②

　

１
０
０
円

※
①　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
及
び
国

保
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税
の

方
（
低
所
得
者
Ⅰ
以
外
の
方
）。

※
②　

同
一
世
帯
の
世
帯
主
及
び
国

保
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税

で
、
そ
の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要

経
費
・
控
除（
年
金
の
所
得
は
控
除

額
を
８０
万
円
と
し
て
計
算
）
を
差

し
引
い
た
と
き
に
０
円
と
な
る
方
。

◎
住
民
税
非
課
税
世
帯
、低
所
得
Ⅰ
・

Ⅱ
の
人
は
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」の
提
示
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
入
院
さ
れ
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
、町
民
課
保
険
・
年
金

担
当
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
入
院
し
た
際

の
食
事
代
を
一
般
世
帯
と
同
額
の
負

　

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
更
新

に
伴
い
、
次
の
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◎
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
入
及

び
転
出
・
転
居

◎
個
人
番
号
カ
ー
ド
発
行
と
廃
止
・

暗
証
番
号
変
更

◎
広
域
交
付
住
民
票
発
行

◎
公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
な
ど

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
課　

戸
籍
・
住
民
担

当　

☎
６２

－

２
１
５
４

　

こ
の
共
済
は
、
皆
さ
ん
が
会
費
を

出
し
合
い
、
交
通
事
故
に
よ
り
負
傷

し
た
と
き
、
見
舞
金
を
お
支
払
い
す

る
相
互
扶
助
制
度
で
す
。

○
加
入
で
き
る
方

•
加
入
時
に
嵐
山
町
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
方

•
嵐
山
町
に
居
住
す
る
加
入
資
格
者

の
被
扶
養
者
で
、
就
学
の
た
め
区

域
外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方

※
資
格
の
な
い
方
が
加
入
さ
れ
て

担
額
を
支
払
っ
て
い
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
そ
の
差
額
が
戻
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
課　

保
険
・
年
金
担

当　

☎
６２

－

２
１
５
４

川
越
年
金
事
務
所

年
金
相
談
業
務
等
の

時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

川越年金事務所
　

川
越
年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
窓
口
の
時
間
延
長
及
び
第
２
土
曜

日
の
開
庁
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

•
平
日
開
庁

　

８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

•

１９
時
ま
で
延
長

３
月　

５
日
、
１２
日
、
１９
日
、

２６
日
（
各
月
曜
日
）

•
第
２
土
曜
日
開
庁

３
月　

１０
日
（
土
曜
日
の
受
付
は

９
時
３０
分
か
ら
１６
時
ま
で
で
す
。）

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

－

２
４
２

－

２
６
５
７

国
民
年
金
の
後
納
保
険
料
・

追
納
保
険
料
納
付
書
の
使
用

期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

川越年金事務所
　

平
成
２９
年
度
中
に
後
納
制
度
・
追

納
制
度
の
お
申
込
み
を
さ
れ
た
方

は
、
お
手
元
の
納
付
書
の
使
用
期
限

が
平
成
３０
年
３
月
３１
日
に
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
期
間
の
保
険
料
額
は

毎
年
４
月
に
変
更
さ
れ
る
た
め
、
平

成
３０
年
４
月
１
日
以
降
に
納
付
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、４
月
以
降
に
改
め

て
お
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
基
礎
年
金
番

号
が
わ
か
る
も
の
を
お
手
元
に
ご
用

意
の
上
、
左
記
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ

イ
ヤ
ル
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

０
０
４

（
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場

合
は
０３

－

６
６
３
０

－

２
５
２
５
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
よ
る
年
金
関

係
の
届
出
が
開
始
さ
れ
ま
す

川越年金事務所
　

平
成
３０
年
３
月
５
日
よ
り
、
国
民

年
金
被
保
険
者
資
格
取
得
届
・
保
険

料
免
除
申
請
書
な
ど
の
年
金
関
係
の

届
出
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
届
出
を
行
う

場
合
に
は
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書

類
（
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
）

②
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
・
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
基
礎
年
金
番
号

で
の
届
出
も
可
能
で
す
。

問
合
せ　

川
越
年
金
事
務
所

　

☎
０
４
９

－

２
４
２

－

２
６
５
７


